
平成２９年度熊谷駅周辺帰宅困難者対策訓練アンケート結果

※質問項目により「無回答」の方がいたため、回答の合計が３４人でない項目もあります。

＜内 訳＞

区 分： 帰宅困難者役の方：25 人 ・ 誘導役：9人

性 別： 男 27 人 ・ 女 7人

年 齢： 20 代：10 人 ・ 30 代：0人 ・ 40 代：14 人

50 代：8人 ・ 60 代以上：2人

【熊谷駅構内での訓練について】

①地震発生直後の避難誘導や待機中の駅員や市職員からの案内・指示等で、お気づきの点が

あればお書きください。

l マイクでのアナウンスの他、構内放送、駅デジタルサイネージ、ツイッター、掲示板（ホ

ワイトボード）など様々な手段で情報を伝達していたので安心でした。

l 今後の動きを分かりやすく説明されたので、安心感がありました。

l 繰返し案内があり、分かりやすかった。

l 駅の一斉放送や市職員の案内により、誘導がスムーズであった。

l 状況確認中で待っているときはできるだけ声をかけてもらった方がいい。

l 落ち着いた誘導でした。初めての訓練だったが、明確な対応だった。

l 周囲の音で、案内・指示が聞き取れないことがありました。

l 駅のアナウンスとかぶってしまい、聞き取りづらいところがありました。災害時はとて

も騒がしいと思われるので仕方がないところでしょうか。

l 放送をもう少し強化してほしい。拡声器が意外と聞こえない。

l 発生後、北口での一時滞在者が多い場合、どう対応するのかが問題だと思います。

l 帰宅困難者が多くなった場合はどうなるのか心配。今回は適切に対応されていた。

l 誘導を指示するときには、多数の誘導者が必要。

l いざという時、どのくらいの時間で対応できるかが課題。

l もう少し幅をコンパクトにし、スムーズに移動した方がいい。

l 「徒歩帰宅者」も誘導に従って動くのか。勝手に動いてしまう人もいるのでは。

②市公式ツイッターや駅デジタルサイネージを利用しての広報について、お気づきの点があ

ればお書きください。

＜市公式ツイッター＞

l 現在、携帯電話を持っていない人は少数なので、（ツイッターでの広報は）良い。

回答総数 ３４人
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l 事前から市民（ツイッターアプリを持っていない層）に認知度を上げる必要がある。

l 災害時に備えて、どれだけ平時からツイッターを広報できるか。

l ツイッターのフォロワーがもっと増えれば、情報ももっと取りやすくなると思います。

l 「♯熊谷市災害」ではなく「♯熊谷市」のみで緊急時にもキーワード検索ができないか。

l facebook など他の SNS を開設した方がいい。

l 市だけでなく、協議会のメンバーが情報共有して発信できると良い。

＜駅デジタルサイネージ＞

l デジタルサイネージが市役所とつながっていると聞き、対策が進んでいると感じた。

l 改札前にあるのでとても見やすいと思います。

l 目線より高い位置にあり、気づかない可能性が高い。駅の放送などで案内してはどうで

しょうか。

l 気づいてもらえるようにする必要あり。また、今回は訓練のため情報が少ないが、実災

害時には多くの情報発信が行われるようにお願いします。

l 訓練期間中、デジタルサイネージには訓練メッセージ以外（＝通常の観光案内等）は流

さない方が良いのではないか。

l （改札前だけでなく）北口、南口、東口への設置を希望します。

l デジタルサイネージだけでは分かりにくい。モニターでの画面表示も必要。

【総合案内所について】

○総合案内所での案内方法やマップ等の配布方法等について、改善したほうが良い点などあ

ればお書きください。

l 並び方が分かりづらかった。

l 受付後、どこにいたらよいか分かりづらかった。

l 誘導係が２～３箇所にいれば、迷わないと思います。

l 一目で分かるようできるだけ表示は大きく、詳しい方が良い。

l 鉄道情報等の案内文がありましたが、もう少し太字の方が良かった。

l 待機場所にまとまって行くのか、各自行くのか分かると良いのではないか。

l 「帰宅断念者（＝宿泊希望者）」「徒歩帰宅者」の区分が一般の方に分かるのか疑問。

l 「帰宅断念者はこちらへ」「徒歩で帰れる人はこちらへ」と声をかけながら誘導したら、

多人数の時には良いと思う。

l 徒歩帰宅者への物資配付は必要性が低いと思います。（マップは必要な人もいる）

【駅から帰宅困難者待機場所（桜木小学校）への誘導について】

○駅から帰宅困難者待機場所へは誘導員や他の避難者がいない場合でも迷わず到着できた

と思いますか。

①迷わず到着できる ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●２３人

②なんとか到着できる ●●●●●●６人

③自分一人だけでは不安 ●●●●●５人
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○駅から帰宅困難者待機場所への移動について、お気づきの点があればお書きください。

（危険箇所・迷いやすい場所等）

l 地図があったので分かりやすかった。

l 地図の向きは進行方向（南）を上にした方が良い。

l 地図を分かりやすくしてほしい。

l （交差点で誘導する）警察官がいた点が良かった。

l 地元の人でない場合、動けるのか不明。

l もう少し遠い場所まで行くとなると、曲がり角に人の配置が必要。

l 案内する人を立たせてほしい。場所が分かりづらい。

l 災害時は道路もボロボロになっているため、大きい道路に出る際は注意が必要。

l （桜木小は）大通りから見つけづらいので、案内が必要。

l 交差点などに表示が絶対に必要。

l 桜木小学校の案内について、途中のポイント地点に案内人がいると良かった。

l 細い道を通るときは迷いやすい。少し道が狭い点が気になった。

l 信号で混乱するかも。

【帰宅困難者待機場所（桜木小学校）での訓練について】

①帰宅困難者の受付方法や物資の配布方法等で、お気づきの点があればお書きください。

l 袋に入れてまとめておいてもらえた方が助かります。

l １列に並べて配布する必要があると思います。

l トイレの位置図があれば良いと思った。

l 市の取組みが良く分かった。

l 災害発生時のシミュレーションが行えてよかった。

l 多数になった場合、効率よく受付する方法が心配。

l スムーズに受付が行われていた。

②帰宅困難者待機場所への要望や配布する物資について、お気づきの点があればお書きくだ

さい。（今回配布した物資についてのご意見や、一時滞在中に他にあったほうが良いと思われるもの等）

l 保温用のアルミシートの機能性に驚きました。

l 携帯トイレがほしい。

l （冬の場合）カイロがあれば良い。

l 配布された「乾パン・水・アルミシート」を持ち帰って体験させていただきます。

l 待機場所に冷暖房完備の部屋があれば良い。

【訓練全体について】

①帰宅困難者になってしまった場合、欲しい情報は何ですか。（重要だと思う二つを選択）

（※無回答者あり）

ア 道路情報（ロードマップ等） ●●●●●●６人

イ 支援拠点等の設置状況 ●●●●●●●７人

ウ 交通機関運行情報 ●●●●●●●●●●●●●●●１５人
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②徒歩帰宅者となった場合、帰宅支援拠点に一番望むものは何ですか。

（※複数回答者あり）

③その他、今回の訓練で気がついた点、今後取り組むべき点など、ご自由にお書きください。

l 改めて備蓄品の準備を再確認するなど、防災意識をさらに高めていこうと思います。

l 桜木小での防災講演が非常に分かりやすく良い勉強になったと思います。

l 今後は市民を入れての訓練をやるとやらないとでは、大きな差が出ると思います。

l 実際に徒歩帰宅もしてみれば、感情論も含めて様々な課題が出るかも。

l 初めての訓練とは思えない出来だった。事前準備が相当大変だったと思われる。

l 状況確認中の待機時間が長時間にわたる場合、（屋外待機では寒いため）暖房対策も必

要。コンコース以外ないでしょうか。

l 民間施設への誘導・開設訓練が必要。

※アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。

エ 帰宅経路の被害状況 ●●●●●●●●●●●●１２人

オ 自分のいる場所の安全性 ●●●●●●●７人

カ 発生した災害の情報 ●●●●●●●●●●●●●１３人

キ その他 ●１人＝（付近の安全な場所）

ア トイレの提供 ●●●●●●●●●●●●●●●●１８人

イ 飲料水の提供 ●●●●●●●●●●１０人

ウ 災害関連情報の提供 ●●●●●●６人

エ 休憩場所の提供 ●●●●●●●７人

オ その他 なし

回答


